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叔父山本修之助の著「佐渡の百年」の中 (p.383)に

若 くして亡 くなった叔父山本半之助について次のように

書かれている。

明治45年,14歳の時,兄弟 6人 (姉二人,弟二人,妹

一人)を会員として「家庭のたのしみ会」を組織 した。

父母は顧間格,親戚の友だちは特別会員 として参加 し

た。毎月,「家庭の楽」 とい う会員各 自のつづ り方,短

歌,俳句,絵,書 などを, とじて回覧雑誌を発行した。

そして発行ごとに真野小学校長に見てもらった。大正 5

年には筆者の家を訪れた巌谷小波から激励のことばをい

ただいた。 これは大正 8年 まで続 き,発行 した約50冊 は

今も保存 している。 この半之助は筆者の兄である。

文中の姉二人の長姉が私の母であ り, この雑誌の表紙

の絵を書いた。

修之助叔父の長男修 巳君にこの写真を撮 ってもらっ

た。 ここに記 して感謝の意を表 します。



本書を亡 き母に捧 ぐ

この一年 は設 計にいそが しか った。 したが ってあ ま り

書 いた ものが な く,い ろいろな ものを集めて「 縞―その

5-」 とした。「三号雑誌」 とい うことが いわ れ る,本

誌 も一その 5-ま で続 いたので , これか らも続 けてい き
た い。

―
昭和60年 3月

―
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1 理工学部校合の構造設計 について

―
稲門建築会「稲門建築」 96号 (昭和43年 7月 31日 )一

この建物で安東君 と連名で学会賞を うけて,私 としては大変恐縮 している次

第である。私の努力は安東君のそれの十分の一にも達 しないのではないか と思

う。夜中に安東君の自宅に電話 して「やめろ」 と何回か言ったおぼえがある私

としては,同級生 として甚だ頼 りない友人であった と申訳なく思 っている次第

である。御存知の通 り大変あっさりした人物の安東君がこの建物 に関す る限 り

大変ねば り強いところを発揮 された。

クラスの優等生は,建築界の優等生になってもらいたいものである。 クラス

メー トとしては。

構造担当で,安東君 と連名になることは甚だ気の引ける次第である。穂積先

生,井上先生をさしおいて誠に気が引けている。吉阪先生の「 アテ不フラン

セ」,菊竹 さんの「出雲大社庁の舎」が先に学会賞を うけ,私が構造担当で ,

いつも影の人だから今回表に出 して くれたのかと思 う。昔柔道では合せて一本

と言 うことがあ ったが,三つ合わせ て半本 と言 うことであろ うか。 10年程前

に,私の出身の佐渡真野小学校を安東君 と設計 し,それからフランス語を習い

に通 ったアテネフランセを,今度理工学部校舎をや り, 自分が学んだ ところを

次々と設計の一部を担当出来たことを甚だ幸いと思っている。 この建物の設計

は期間が長かったので,数多 くの人 々の協力を得た。

竣工式のあ とで関係者が集ったが,そ のときの話では,デザイン関係では30

人に及ぶ と言 うことであった。構造の方はそれ程多 くはないが,やは り10人位

になるかと思 う。その中で一。二期工事の徳広育夫君 (九大助手),三期の設計

の安達健司君 (S・ EoC・ 事務所所長),同現場の時の小川隆久君 (日 本女子

大講師)の三君には,その努力を深 く感謝している。私 と性格が大変違 った三
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君の協力がなければ, この建物は出来上 らなかったかもしれない。 よく|´}ん か

した ものである。不徳の標本の小生をよく助けて くれて,深 く感謝 している。

設計 と施工で, 5年 と言 うのは長いもので,思い出はつ きない。

2・ 3・ 4号館の床梁は格子梁である。 しかもその梁は変断面である。 どの

梁にどれだけ荷重がかかるかを連立方程式をたててとくのであるが,当時の大

学院の学生四五人が一 カ月もかかった。何回も間違えたからである。最終の計

算 も少々変なところもあったが, ともか くどの梁にも亀裂がなかった。

7号館の屋根は二つのHPシ ェルである。シェルの繋材のことで議論 してい

た ら翌 日丸山欣也君が,びっくりす る位大 きな模型を作 って来て,い っぺんに

議論の余地がなくなったことがある。 このシェルの リブは主応力方向に入って

いる。一方向が引張 りで一方向が圧縮である。まだ建 っていない 5号館の屋根

は, ワッフルスラブのHPシ ェルであるが,そ の リブの方向も主応力方向であ

る。今年建 った,安東君設計の狛江中学の体育館は,圧縮方向が LGSの 角パ

イプで引張 り方向が鉄筋である。通常の床にワッフルスラブを用いるときも,

地震時を考えると,耐震壁 とか架構 とその リブの方向が斜めであった方がょ

い。 このことは光弾性 と理論的解で証明した。坪井善勝博士還暦記念論文集の

中の私 と坪井善隆君の論文はこれである。

1号館は,高層であって,設計に随分手間どった。通常の建物が,架構 と耐

震壁で成立 っているように,抵抗要素を二種類にしたいと言 うところか ら筋違

が採用 された。

短辺方向は,両側の外壁 とエ レベーターの両側の壁内に, PC鋼棒の筋違が

入 っている。 PC鋼 棒は元来, PSコ ンクリー トに用いられる材で強度 も種 々

ある。通常の鋼棒の 2倍位から 5倍位 まである。 しかしヤング率は変 らない。

このことによって筋違が入った建物 としてはかな り柔かにすることが出来た。

長辺方向の菱型筋違は,先 に安東君 と設計した外苑会館で用いたものである

が,外苑会館では鉄骨鉄筋 コンク リー トで梁や柱 とともに現場打ちであった。

この建物では高強度の角パイプとして,耐火被覆 としてプレキャス トコンク リ

ー トが用いられている。不安定のよ うにみえる筋違であるが,圧縮 と引張 りに
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効 く材であれば安定である。 また高強度にした ことはまえにのべたことと同じ

である。

十勝沖地震ではどうだった とよく聞かれる。 18階の竹内盛雄教授の部屋に地

震計がおかれていて,そ の記録によると,

短辺方向

最大変位        7 mm

最大加速度      40gal

周期         1_3秒

長辺方向

最大変位       1lmm

最大カロ速度          45gal

周期         1.0秒

ということである。設計の周期は短辺方向1.4秒 ,長辺方向1.2秒であるからか

なり近い値 といえよう。なお,設計の最大加速度は地盤で330galで ある。

この建物はまわ りに高い建物がなく,風当 りが強い。昨年台風の時私の研究

室で風圧測定を行った。毎年測定する予定である。昨年は英国からの風圧計が

台風の日の朝到着 とい うこともあってあま りうまくゆかなかったが,今年は充

分準備 してかかるつもりである。建物が高 くなると地震 よりも風の影響が強 く

なる。

渡 り廊下は,中空スラブで,ス パン22m,片 持 8mで ある。現場打ちの中

空スラブは,菊竹さんの館林市庁舎にはじめて用いてから,方 々で用いられる

ようになった。実施 されたものの数は,400件 になるのではないかと思 う。

まとま りのない文になってしまったが,最後に,自 分が構造を担当 した教室

で講義 し,研究室で研究出来 ることを甚だ幸いと思っている。多 くの協力者に

深 く感謝 します。

追記 1(昭和 59年 9月 )

随分古いものを助手の西谷君が見つけて くれたので , せ た。クこ葺爽
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空より見た理工学部

(「理工学部学習案内」より

校友会の絵葉書

文中 1, 2, 3, 4号 館 とあるのは現在の51,52,53,54号 館である。 5号

館は建たなかった。

徳広育夫君は,その後九州芸工大助教授を経て現在鹿児島大教授である。小

川隆久君は昭和54年黒部十字峡で消息を断った。

また,文中中空スラブの実施 された数が400件 となっているが,現在 10,000

件以上 となっている。

当時の新聞 (日 刊建設工業新聞 昭和43年 6月 6日 )の「学会賞推薦理由」の記事

が見つかった。

日本建築学会賞推薦理 由

日本建築学会賞第二部作品 早稲田大学理工学部校舎 安東勝男氏

松井源吾氏

早稲田大学理工学部の新設計画は,都市の中央に位置する大学施設として周

辺地域計画とキャンパス計画との組み合わせに適切な検討が加えられ,学校建

築における一つのマイルス トーンとして大きな成果をあげたものである。新し
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い教室 の形式 として, と くに対角線型 配置 に よる二面採 光,二 面通 風 を

60～ 180人の教室のすべてに採用 し,教師 と学生の親近感を強めるコ ミュニケ

ーションの場をつ くり出 している, とくに180人 ～450人 の教室でその扇状の空

間が著 しい有効性を発揮 しているといえよう。

色彩計画も配置,平面計画 と同様,理智的な表現に対す る設計者の意図が一

貫 したシステムとして貫かれてお り, 自から黒にいたる色の階調できびしく統

一 されている。また構造計画においては,軸方向力に対する打ち放 しコンク リ

ー ト,水平力に対するスチールの区分 された表現 とともに,視野を妨げない ロ

字型 ブレーシング方式 とい う新しい解決を導 き, これを素朴な研究室棟の性格

表現に生かしている。 しかも 5年間連続の長期計画において高層部分を含めて

坪当 り単価 13万 円とい う低廉な工費をもってこの建築を実現 し得たことは,ひ

とえに設計者の過去における各種の学校建築設計の蓄積 と経験の うえに,構造

設計ならびに設備設計の緊密な協力,積算事務所の緻密 な コス トプランニン

グ, さらには施工者の熱意ある研究 と協力などみごとな協同作業の成果 とい う

べきで,学校建築の一つの新生面を開拓 したものとして 日本建築学会賞を贈る

ものである。

今年,59号館は上に 1階増築 された (9月 11日 竣工 )。 下は RC造 3階であ

■貯
‐

r

轟|

轟
〓
●
Ｉ

4階 を増築の59号館 ― .■
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るが, この増築部分は S造 とし,ま た下の RC造のコンク リー ト強度が設計強

度を上廻 っていたため,下部の補強の必要はなかった。杭はもともと増築予定

だったか ら問題はない。

古いアルバムより当時の写真を載せる。

学会にて坪井会長より賞状をうける

(昭和43年 5月 28日 )
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学会のパーテイー

受賞を祝 う会 (昭和43年 6月 15日 ,

パ レスホテル)に て
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同級生と

恩師と

弟子と
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追記 2(昭和60年 3月 )

建築学会の「建築雑誌」昭和60年 2月 号は過去の学会賞についての特集であ

る。その中に名古屋大学松岡理教授が「構造から見た受賞作品の意義 と現代の

課題」 とい う題で書かれている。早稲 田の高層について,私 よりも,推薦理由

書 よりもうまく書かれている。 ここにその一部を載せ させていただ く。

高層への挑戦

高 さ制限は昭和 39年 に撤廃 された。

昭和42年度に安東勝男,松井源吾の設計になる早稲 田大学理工学部校舎が受

賞 した。 1号館が高層建築 としては極めて工事費の低廉な高層棟である。桁行

方向は6.4mの 7ス パ ン,梁間方向は8.8m, 3m,8.8mの 3ス パ ン,地下 2

階,地上18階 ,階高3.24m,鉄 骨鉄筋 コンクリー ト造 , 1階柱脚 までは普通 コ

ンク リー ト,それより上は軽量 コンク リー トである。好 ましい振動性状のため

に各階にほぼ等 しい剛性を与えること,地震入力を軽減するために建物を柔 ら

か くすること,地震時に部材の材端曲げモーメン トを小さくするためにブレー

スを採ることが設計方針 とされた。相反するようにみえるこれらの要求は次に

述べることによって うまく処理 された。柱 と梁の コンク リー ト断面 はできうる

限 り同一 とする。短辺方向のブレースはすべて同 じ鋼材断面積の引張 リ
ブレー

スにして,張力の大 きさに応 じて鋼材質を変えて調整する。長手方向の外周で

は (桁行方向スパンを二等分して間柱を設け)◇型 ブレースを市松模様に配 し,

構面全体を巨視的に均質化して応力集中の発生を防いでいる。設計 どお り
の岡」

性を確保するために, ブレースの耐火被覆等を含めて,細心の注意が払われて

いる。



`乙ヽ 中空ス ラブ20年

―
栗本鉄工所「中空スラブエ法作品集」の序言 (昭和60年)一

現場打ちコンク リー トに中空管を埋め込んで中空部を作る, この工法を私が

は じめて実施 してから20年余 りになる。

「建築文化」昭和 39年 10月 号には「床の新 しい可能性」 として,中空スラブ

を用いた建物を特集 し,実例12を載せている。実例は私が構造を担当したもの
である。

大 きなスパンを小梁なしでかけられること,仮枠の節約,建物高さの減少な
どの利点があ り,多 くの賛同者を得て,方々で使われるようになった。
多 くの人々に使われるようになって,い ろいろな質問を うけることが多 くな
った。そのため彰国社か ら「中空 スラブ構造」 とい う本を昭和43年 に出版 し

た。設計法 と私の設計例を載せた。 この本がきっかけで中空スラブについてい

ろいろな研究がなされるようにな り,関東学院大学の入江善久教授はこのスラ
ブの研究で学位を得ている。

これらの研究もとり入れ,鉄筋 コンク リー トの学会規準 も変 ったので,昭和
49年にやは り彰国社から私の編著で「中空スラブの設計」を出版 した。図表な

ども新規準で修正 し,執筆者は私の弟子達で,実例は親 しい友人の設計のもの
である。本が出来た時,早稲田大学産業技術専修学校で公開の講習会をや り,
私が司会で執筆者 8人全員に講演 してもらった (昭和49年 3月 15日 )。

この頃から,中空 プレキャス ト板の工場生産がわが国でも行なわれるように
なった。 しかし,運搬のため, 3～ 4mス パンのものが多 く,10m以上のもの
はあまり作 られない とい うことでぁる。欧米や ソ連 と道路事情が違 うのであ

る。あるコンク リー トプレファブの社長の自宅を中空の コンク リー トブレファ

ブで設計 したが,結局現場打ちとなってしまった。道路のためであった。そ う
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い うわけで,工場生産の中空板が出来 るようになっても,現場打ちの中空スラ

ブの必要性はいっこうに減少 しなかったのである。

昭和 52年 12月 号の「建築文化」に「関西女子美術短期大学」の校舎が紹介さ

れている。私が構造を担当し,二方向中空スラブの最初のものである。中空ス

ラブは剛性的には等方性板に近いが,強度的には,曲 げに対 しては孔の方向と

孔に直交方向とがあま り違わず,せん断に対 しては孔の方向に比べて直交方向

が非常に弱い性質がある。だから,中空管を一方向的でなく工夫 した配置をす

れば二方向中空スラブが可能である。

今まで,中空スラブの実施数が,学校,ホ テル,マ ンシ ョンが多いのはそれ

らが,一方向に壁のある建物で,一方向の荷重伝達が有利だったからで,二方

向中空スラブにより, より中空スラブが利用価値が広がった と考えられ る。

二方向についても多 くの賛同者を得て,多 くの作品が実現 したので,私の親

しい人達のものを集めて,「建築技術」昭和59年 4月 号に「二方向中空 スラブ

の実施例」 として発表 した。

私の「中空スラブ構造」の「 まえが き」に「約 100件の建物にこのスラブを

用いてみて,便利で経済的であることから,一つの構造法 として永 く残 るもの

であると信 じている。」 と書いているが,正直なところ, こんなに永 く, こん

なに広 く用いられるとは思っていなかったのである。 この作品集の出版を開発

者 として大変に光栄に思 っている。

一
昭和59年 12月

―



0
0 フラ ッ トスラブの柱 配置―その2-

―
 (昭和59年 12月 )一

「縞―その 3-」 で,こ の ことにつ いて述べた (p.36～ p.40)が ,そ の後

解析および膜実験を追加 し,「 日本建築学会論文報告集」に「 フラットスラブ

の柱配置について」とい う題で投稿 した。昭和59年 11月 号に掲載 された。「縞

一その 3-」 に書いた以後の部分について ここに載せる。

1.有限要素法による板の曲げモーメン ト

図 1～図 10は有限要素法で求めた (DEMOS,FRAP― GEN)板 の曲げモー

メン トである。

この結果か ら曲げモーメン トの和 (M)を 求め,略解 (縞―その 3-p.39)と

比べると割合によく一致 している。

十 一 十
|

1 /
1/‐
‐.111111:||||

ー

|

′1、~‐
菫

軍
上
≠

図 1 正方形配置の場合の要素分割

ヽ
ヽ
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柱を結ぶ線上の曲げモーメン ト (図 2,6,9)の その線方向の曲げモーメン

ト (Mx)は支配面積を同一にすると,各場合はほとんど等 しいが, これ と直

交方向の曲げモーメン ト (My)は 三角形,正方形,六角形の順に大 きくなっ

ている。

車朧.剌¨脚止L
I  

°∝0   1
Ｒ

　

　

Ｒ

図 2 同柱列帯の曲げ (ν =0.2)
Mx=βxqa2
My=βyqa2

(柱間隔 2a)

図 3 同中央部の曲げ

∩
PY

172

Ｒ

　

Ｒ
図 4 同対角線上の曲げ
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図 5 三角形配置の場合の要素分割

図 6 同社を結ぶ線上の曲げ

メ
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―
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風

　

（時

図 7 同柱中心と中央部中心を結ぶ線上の曲げ

風
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ヽ

ヽ

＼
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図 8 六角形配置の場合の要素分割
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βY
図 9 同柱を結ぶ線上の曲げ

図 10 中央部の曲げ



3.フ ラットスラプの柱配置 17

2.膜実験の追加

膜実験は簡単であ り,かな りの精度であるが,ゼ ロ次の縞の判定が困難であ

る。以下の例では正六角形配置の場合 と同様の方法で柱頭の Mを 略解か ら求

めている。 (正六角形配置の場合は周辺固定円板の周辺の Mrの み解除 してい

る。)

写真 1は正方形 と正八角形の組合せの配置の場合である。八角形の部分に多

くの縞が現れている。 この柱頭 と中央部中心を結ぶ線上の値を図 11に示す。

支持面積が同じ正六角形配置 と比べると正負 ともに大 きな値である。

写真 1 正方形と正八角形の
組合せ配置の膜実験

ｍ
　
・。　
　
一
　
・７
　
『

「　↓・・̈
（ヽ］̈
・”］＼】　　‐　　４

~11i~ ――――
―
―――tr――――――――――

`.

図 11 正方形と正八角形
の組合せ配置のM

(破線は正六角形配置 )
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写真 2,3は長方形,二等辺三角形の配置の場合である。

横の柱間隔を小,縦の柱間隔を大 としたものである。 これ らの場合を図 12,

13に示す。柱頭では,支持面積の等 しい正方形,正三角形配置の場合 とほとん

ど一致するが,中央部ではかな り大 きな値 となる。

これ らの実験で,いずれも柱頭付近の等高線は同心円に近 く円板解に近いこ

とを表わしてお り,その柱頭部の円板の大きさは隣接する柱の うち近い柱 との

距離によってきまってお り,遠い柱 との間には中央部に当たる面積が大 きい。

したがって, ランダム配置のとき,一方の柱間隔が大のとき他方の柱間隔を小

としても有効ではない。

写真 2 長方形配置の膜実験 写真 3 二等辺三角形配置の膜実験

］ゝ
‐ |。

. ● ●朦実験結果

図 12 長方形配置の M
(破線は正方形配置 )

〔辺の比 1:1.6〕

1●0●

ヽ″
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●●● 膜 実験結 果

1■Oa   l■ 8a

141図 13 二等辺三角形配置の M

(破線は正三角形配置)

〔底辺 と高さの比 1:1.4

また,膜実験 よりの曲げモーメン トの和から,それぞれの曲げモーメン トの

近似値を求めることが出来る。まず柱頭では

Mri Mt==1:ν

としてよいから Mを 1:ン の比に分ければよい。中央部では,写真 2,3の場

合を除 き Mr=Mtと してよい。すなわ ち Mを 1/2す ればよい。写真 2,3の場

合は横方向の曲げモーメン トはゼ ロとし,Mが そのまま縦方向の曲げモーメ

ン トにしてよいであろ う。 これを利用 した例が写真 4の ランダム配置の場合で

ある。縞の最 も多い右か ら 2番 目の柱 と斜め下の図 14に不す測定線上の値 を

求めてみ る。 2aは近い柱 との距離,破線の範囲内を支持面積 とした。その

写真 4 ランダム配置の膜実験



20

○

○

図 14 ランダム配置の測定線
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図 15 ランダム配置の M

結果が図 15である。

柱頭では M=-10.12M。 であるから ν=0.2と して ,
1

Mr=M/(1+ν)=-8.4Mo M。 =―ま(1+ν )qa2

NIt=νMr=-1.7NI。

中央部中心では Mr≒ Mt=M/2=0.39MO

となる。

以上の結果をまとめると,

(1)規則的配置 としては,通常の正方形配置より正三角形配置の方がわず

かに有利で,正六角形配置は不利である。

(2)上記のことも含めて,中央部の面積の大 きいものほ ど不利である。



3.フ ラットスラブの柱配置 2■

(3)ラ ングム配置の場合,柱頭部の円板の大 きさは最も近い隣接柱 との距

離できめられるので,隣接柱 との距離が大小があると中央部の面積が大 とな

り,不利である。

(4)膜実験によりMr,Mtの 近似値を求めることが出来る。

補  遺

この報告では柱頭の半径をすべて0.2aと しているが,柱頭の大 きさを変 え

て計算した結果を図 16に示す。柱頭が大きくなるに従 って中央部のMの 値は

減少するが,曲 線はほぼ平行 してお り,上記の結果は変 らないであろ う。な

お,柱頭のスラブ厚をどれだけにす るかによって柱頭の大 きさが検討 される

べ きであろ う。膜実験 も行 っていて,ほ ぼ近い値 となっているが, ここには

b=0.50a

B二 8:搬

図 16 柱頭の大きさを変えた

場合の解 (正方形配置)

写真 5 正方形配置の
6=0.5aの膜実験

Ｔ

只

↓ゝ

中
占
ゝ
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―

略 解
● ● ●膜実験結果

〕-3

手
-2

ご」_1

図 17 b=0.5aの 実験結果

(数字は実験値 )

0.5aの 場合の実験 と実験値を写真 5,図 17で示す。なお,柱頭が大 となる

と級数解 とあまり合わな くなる。 これは級数解では柱頭を正方形 としているた

めではないかと思 う。

走ヨ  言己

「建築文化」昭和 60年 3月 号に真野町役場が載 った。その中に「真野町役場

の構造
―
フラットスラブの柱のランダム配置

―
」 として, これ らの研究の

概要を説明した。



4。 東野高校の本構造

一
 (昭和60年 2月 )一

この 4月 に開校する東野高校の学校案内のバンフレットに設計者のア
レグザ

ンダー教授は次のように述べている。

Beautiful Village

この学園は,少人数教育の中で生徒個々の活動,努力をたいせつにしていこ

うとい う教育理念をふまえた極めて ヒューマンな教育機関 となるで しょう。
そ

れは,今 日,公立高校の類型 となっているような大人数の生徒を対象
とす る行き

方を とらないとい う点で,既存の学校 とは全 く異なったものとなる
で しょう。

建物のほ うはといえば,低層の 1～ 2階のもので構成され,そ の在 り方 とし

ては,村のようになるでしょう。伝統的な日本の村落ににた雰囲気に近いもの

です。建物は庭でかこまれ,全体 としての開発は,ほ とんど公園 ともいえるよ

うな性格をもつ ことにな ります。

ク リス トフアー 。ア レグザ ンダー

(カ リフォルニア大学教授,建築家)

この学校,大講堂だけが鉄骨造で,他の棟は全部木造である。 _Lの文からは

直接,木造が選ばれた理由はわか らないが,「伝統的な」 とい うことか もしれ

ない。

「多 目的ホール」「体育館」「武道場」はかな り大 き
なスパンであるが,木造

である。その架構が変っている。通常,体育館は木造でも鉄骨で も トラス構造

である。すなわち部材でかこまれた形は三角形である。この架構
は四角形があ

った り,部材 自体が曲がっていた りして,部材に曲げが起るのである。 トラス

構造では部材は軸力だけであるか ら,光弾性では, 自か黒か中間かで部材内で
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は同じで縞が出ない。曲げが起 ると縞が出て綺麗であ り, また応力の測定が容

易になる。すでに有限要素法で架構が解かれていたが,光弾性実験を行ない応

力を出した。有限要素法の結果 とほ とんど同じであったが,ア レグザングー教

授は光弾性写真をアメリカヘ持ち帰った。

ここにその等色線 (明視野)を載せる。

」

ノ 写真 1 多目的ホール (鉛直荷重)

′

杖

ヽ
．

｀｀ヽ
_

写真 2 同 (風荷重 )
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資

写真 3 体育館 (鉛直荷重)

写真 4 同 (風荷重)
はM饉骰鍼: ‐・
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写真 5 武道場 (鉛直荷重 )

くこ)、

/′
｀フ

/・

/｀ '1｀0

写真 6 同 (風荷重)

角
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体育館工事中
多目的ホールエ事中

同
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この「多 目的ホール」の桁行方向は木造のラーメンである。梁は成の大 きな

トラス梁で,柱に接 して横から取 りつけられている。 したがって梁心 と柱心 と
はずれがある。梁の上弦材 と下弦材の区間の柱は,横力時には捩れを うけるこ

とになる。筆者は大学院の頃,昭和23年 3月 の建築学会の講演会で「木柱の捩

り」を発表 した。その後 自分も,他の人 もこの論文は応用 されることはなかっ

た。 この架構の柱の応力のチェックではじめて実用 となったのである。 36年ぶ

りのことで本当に うれ しかった。

この論文は,年輪の方向 (θ )と ,こ れに直交す る方 向(r)で ,せ ん断弾性係

数が違 う,直交異方性の問題 として木柱の捩 りを取 り扱 ったものである。その

場合の捩 りの応力函数の式を導き,種々の断面の解を得ている。その応力函数
の式は rは変化 させず r=r′ とし,θ の方を θ′=θ/√F(kは θ方向と r方向
のせん断弾性係数の比 )と おくと,r′ と θ′については等方性の捩 りの式 と同 じ

になるのである。

この ことは,は じめは気がつかなかったようで,昭和23年 の講演の前刷で
は,扇形断面の解ではベ ッセル函数を使 っている。 ところが昭和 27年 9月 の

「早大大学院彙報」 (第 1号)では, このことを利用 し, フー リエ級数の簡単な

写真 9 円境界の膜のたわみの等高線
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k==4                 k==9

写真 10 正方形断面木柱の捩りの膜実験

解 となっている。

等方性柱の捩 りの問題は,等分布荷重を うける膜のたわみと相似であること

は古 くから知 られている。前述の r, θ′を用いると等方性におきかえられ るの

で,木柱の捩 りもまた膜実験が可能なのである。

またまた膜であ り,縞である。今回その実験を行った。

写真 9は,等分布荷重を うける円境界の膜のたわみのモアレ写真で,縞は等

高線である。

写真 10は,正方形断面木柱の応力を求めるための膜実験である。k=4と す

ると √kは 2と な り,r′ ,θ
′
による図形 は,角 の とが った正 8角形 とな り,

k=9kは 角の とがった正12角形 となる。そのような境界に膜をは り,等分布

荷重をかけてそのたわみをモアレ法で求めた等高線である。 これ らの等高線か

ら膜の傾斜を求めると,そ れがせん断応力に対応す るのである。木柱の捩 り

も,境界の形を変えれば膜実験が出来 るのである。 lkが整数でなければ ダメ

ではないかといわれるだろ うが,正多角形でなくとも,最後の半端なところは

読まなければよいのである。

筆者の書いた「建築構造学大系,材料力学」 (彰国社)の p.133に ス リッ ト
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のある柱の捩れの応力を不す図 1が出ている。その説明には,「 B点 C点 では

常に応用は 0であるが,A点 では k<4の ときは∞,k>4の とき 0で,k=4の

″‐ 1等方性

写真 11 スリットのある円形断面木柱の

振りの膜実験

kく 4

図 1 スリットのある棒の
ねじれの周辺応力

1× ″
`/α
'

ス>1木材

k=4 k>4
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ときだけ 0.71Mt/a3(Mtは 捩 りそ―メン ト,aは半径)と なる。」と書いてあ
るが,その理由については説明がない。写真11のようにそれは,θ′がθの fk

倍であることにより明白である。すなわち k=4の ときだけ,A点 は直線上 に

あ り,k<4の ときは入隅で傾斜は∞,応力が∞にな り,k<4で は出隅 とな り

傾斜 0で応力 0と なるのである。

「わかる」 とい うことは本当にうれ しいことである。 しか し,それにしても

随分,年月がかかった ものである。

昭和23年 3月 の学会講演会 (今の大会)の前刷の目次 と筆者の論文のコピー

をここに載せる。 フラ半紙に謄写版刷 りである。謄写版刷 りはその後数年続い

ていたように思 う。構造 も計画も一緒で,全部で49篇 しかない。そして一篇一

頁以内なのである。今の,電話帳よりも厚い大会前刷 と比べて,本当に今昔の

感が深い。

目次を見てゆ くと,亡 くなられた方 も随分あ り,「助教授」だ った方々はほ

とんど定年退職 されてお り,「大学院生」がそれぞれえらくなられた ものであ

る。

筆者の論文の注に,小野先生の材力, フェップルの本が書いてある。当時 ,

構造を学ぶ者の教養の書であった。

「青春杏 として還 らず」,当時は私 も日本 も本当に貧 しかった。わびしくて ,

あてもない青春であって も,ふ り返 ってみるとやは りなつか しい。



32

擁:  2  回
目水建築學奮撃;術業演l毛圭梗,11年

目

1.混合適|こよる骨組の解法|こ フt〔

2 果列の雪綸 世13次るラーダン7)結合

3.軸方向を考慮した事:角法式の研尭

4 飼|1廣法(平面矩形架有の一篇滝男1報 )師定需移鈍o場合
, ベクトル解打を応用せる不静定ラ‐メンの観法
6 米国1乙蔵けるラーメンの彙用計算
7 麦廓面のむ0材 を積する衆構の性層1乙就て(第 2報 )
8 栞の街撃現象観杵 (籠報)
9.宗中声菫を有する円鑑の頓勢実験

:0 赫」珈ZttRを もフホ澄學―桂の■■試識

(男 1報―両端六ゾ差警合の場谷)

11 長在の動醍 愚論への一右察

12 5量性的|こ結合ビられな数鵠材よりなる雄及アーチの守定

子3 不莞全う長力湯の一解遠

14 ホ店の状りIZフ llて

15電気動 1乙よる鋼勤応力度の11掟

16 木所撼手の輝塑性|て関する実験的研魂 (鶏 1報 )

17 村脂十年若春il乙 よるII違弱麟計乙就いて

18 蔵適用軽量材料|こ関する研究 (軽量]ン
¨
リート|こ京て)

19 各種代用ガラスの光
…

20 建蒙材料の吸木と透'1ヽ 1乙 ,いて

21 各種木工衣城の作業籠奉lι
'い
て

22. コンクリート`燿造の過,9さ火1乙 フいて

23 室内|こたける燎焼につヽ`て(tL央の可能性1乙関する;研究

第2報 )

24 火蠅の選慶及び大劇乙関する基礎的研究

25 防大上より兄たるさ1南調査I乙 フいて(報市の」1査の結果)

早大大学院生

東大第2教授I寺 `坪 丼

全 特別研究生 。若 ,抹

東大第2ま授I博 暉 丼

全 特別研究生 。田逃 見

早太大学院生  松 丼
I太助教授  ヽ 力0 檬
建設院技う1員    久 ロ
全  
｀  。竹 之内 清 次

阪大鰤 京太つ忌託 央 t鳥  正 一

果人第 1霊案学属 林 料 研 究 室
早夫萩費 工得  本 村 華 ―F5
仝夫畳院生′

東大助慶t授

建設硫澪2表 研員

全       っ

京太敏1受 I導

建設碗字 2ヽ舌員

茉太 男 1
lFヨ (■■1,i奎
調彗■ミ

訪 ら(研 冗 二

竃 ■ 奎 輝「

ズ

巳人杖授

神P工 写収授

枯超it“起江津
工易工午課長

栗尽罵2致授 I督

栄大敬授 ■毒

早大奪門椰議師

早大勤毅

早ヽ助改授

ヌ

潔

ス

男

ミ

湾

則

走

司

修

栞

二

議

　

議

墾
組

　

　

女

盛

正

一
ぽ

パ

鐸

推

内

丼

　

一太

藤

野

蕪

Ｂ

内

藤

藤

田
之

ボ

■

伴

尭

佐

′―、

武

蛾

宿

後

後

久
僣

機

南

実

銹

宏

吾

‘一一バ

一杉

“畠
　
　
　
　
シ・一一コ　
　
　
一ヽ
バ
　
ユ八
　
ヽ
＾

‰識工蓬全

』

１
¨
ヽ
．
．
素

単
　
雪
一

沼

下

古

田

　

丼

太

私

大

〓
電

坂

礎

泉 r〕

;ム



4.東野高校の木構造  33

26本の意義の表遭                   神戸工脅教授  野 地 4修 左
27「 [1明五巻」の六薔と和駅山天満碗 の建栗|て就て    表夫鵜2大学院生 ィラ 謀 要太郎
28.泣代遷来の起夫iZ関する歴史的考察

29 太材民と耐用年眼の鼎添1乙フ 1ヽて

30.家屋耐周年隈0理論的を来

31 38利 21年 上半期1准韻さllた 人造住宅の破観 状調査

(穴京都の場合 )

32榊 室温と積専,卜気温との1菊係人族 の売用

31人発生IE気候Eの分類1乙時する研鬼           早大教授    水 村 率―郎
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35扱光吉1算 1乙お|する二次元的饂浩IZフいて          未大第 1助教授  '!｀ 人曽 定 葦多
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5 AIRSOLIDのオ毒選三について

一
日本建築センター「 ビルディングレター」 (昭和59年 10月 号)一

このパ ビリオンの屋根は空気膜構造である。空気膜構造には一重の膜で室内

の空気圧をあげて外圧に抵抗 させるものと,二重膜 としその間の空気圧をあげ

て梁的効果を期待するもの との二種類あるが, ここで使 っているのは後者であ

る。サルバ ドリー教授はその著「建築構造のはなし」 (望月十北島訳,鹿島出

版会)の 中 で「外観からは大抵の風船状構造は重々しさを伴 う」 として「美的

にまだ理解 されていない」 と書いている。 このパ ビリオンでは屋根だけを空気

膜 とし,そ の下の柱 と壁に当る部分は鉄骨造である。 もともと空気膜は梁的な

ものに効果的で,柱的なものにはあまり意味がない。 この下部を鉄骨にしたこ

とにより,「重々しさ」が さけられていると思 う。

この AIRSOLIDは,通常の膜構造 と違 って,膜を一方向しか効かせていな

いのである。すなわち,内 圧によって起 る引張 り力を lmお きにある「ひも

トラス」に伝えるだけである。「ひも (ス トリンガー)ト ラス」 は鉄骨の トラ

テクノコスモス・パビリオン
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ス梁に似ている。アーチ状に上下弦材に当る「ひも」があ り, これを斜材に当

る「 ひも」で結んでいる。 これ らの「ひも」材は内圧によって充分な引張力が

与えられてお り,外力によって圧縮力が起 きないようになっている。すなわち

正の曲げによって上弦材が,せん断によって一方向の斜材に圧縮が起 るが,そ

れより大 きな引張力が前 もって与えられているのである。

筑,皮博の A!RSOL!D

(左は電力館 )

同 (右は観覧車 )

輝
・

.′″
,
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・``■薦
同 (下面 )



6。 中村誠吾君結婚披露宴にて

―
 (昭和59年 12月 16日 ,広島グラン ドホテル)一

中村君,利絵 さんおめで とうございます。

中村君の卒論,修論を指導 したとい うことで一番はじめに しゃべらせていた

だきます。先 日中村君か ら卒論 と修論の題 目を書いたメモを渡 されたので,出

がけにさが したのですが見当 りませんでした。 もっとも内容の方 も記憶にあ り

ません,記憶にないとい うことは無事通過 とい うことです。

学部卒業の時内藤賞を うけています。 この賞は東京タワー設計の内藤多仲先

生の寄附によるもので,先生がいつ も計算尺をもってお られた ことか ら,15

cm位 の計算尺で裏に金文字で受賞者の名前が入っています。構造の成績優秀

の者に授けられます。

修士,博士課程はず っと私の研究室で した。曲線梁に関す る論文は学会の論

文集にも載せ られ,早稲 田の内規によれば博士論文を出す資格は充分なので

す。私の指導教授としての勤めは果 した と思っています。本人が出す気になる



6.中村誠吾君結婚披露宴にて 39

かどうかだけです。今 日からお嫁 さんにバ トンタッチで,毎 日毎 日博士になる

ようさいそ くして下さい。

今年の五月に,建築学会会長の小堀鐸二京大教授の定年退職のパーテ イーが

京都であ りました。彼は早稲田卒で昔,川 島研で机をならべていたので出席 し

ました。東京からも何人か行っていたのですが,帰 りの新幹線はひとりぼっち

でした。 ウイスキーをのみながら,小堀 さんの論文 リス トを見 ました ら500篇

を超す論文があるのです。私は考えてみると50篇か, とす っか り落ちこんで ,

悪酔いして しまいました。

翌日安東君にこの話をした ら,お前は設計 もしているから仕方がないさ, と

なぐさめて くれました。私の弟子で,先生をや っている者,研究所に勤めてい

１

１
●
一一●
，
・●
■
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る者,相 当の数にな ります。

この人達,い ろいろですが,大 きく分けると,小堀 さん的か,わた くし的か

のどちらかになると思います。中村君はおそらくわた くし的ではないかと思い

ます。内藤先生が東京 タワーを設計されたのは70歳の ときです。私 もまだまだ

がんばって中村君の好敵手であ りたいと思っています。御活躍を期待 していま

す。

附 記

中村君,来秋北京で開かれる「実験力学」の国際学会に発表することがきま

っている。 このことを祝辞で述べるつもりだったが忘れて しまった。少々あが

っていたかな。

この披露宴に松井研の出席者18人であった。帰 りの空港の食堂は二次会でに

ぎやかだった。



7_石井勇先生告別式弔辞

一
 (昭和59年 5月 8日  於太宗寺)一

謹んで,石井勇先生の御霊前に,早稲

田大学理工学部建築学科を代表 して,お

別れの言葉を申上げます。

先生は,昭和 3年 より19年 まで,内 藤

多仲博士の事務所勤務のかたわ ら,大学

付属の工手学校,高等工学校,専門部工

科の講師をされました。戦後の昭和24年

より45年までは理工学部建築学科の講師

として,構造設計,構造演習の講義を担

当されました。実務経験豊かな先生の御

講義は教 え子達に大いに役立ち, これか

らも役立つ ことでしょう。大学 として ,

永年に渡 る先生の御墨力に深 く感謝いた

します。                   故石井勇先生
(昭和56年 1月 6日 ,入江善久教授撮影 )

私は数年間,構造演習の授業を先生 と

二人で担当し,学生 とともに先生の設計に対するきびしい態度を体得 させてい

ただきました。

私が早稲田で指導 しました,藤本一郎君,槙谷栄次君,入江善久君を関東学

院大学に採用 していただ き,先生の下で研究 し,学位を取得,現在教授 として

活躍 されていること,先生のおかげであつて,深 く感謝いた します。

私の還暦祝いで先生に御祝詞をいただき,先生の喜寿のお祝に私が記念品を

お渡 しす る役だったことなど,つい昨 日の ことのように思います。
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生命のはかなさを思いしらされました。

石井先生, どうぞゃす らかにお眠 り下さい。

追言己1. ―  (59年 7月 )一

早稲 田大学 を代表 しと述 べ なが ら,早稲 田 と先生の関係 につ いて調査不充分
で簡単 に述べただけで誠 に申訳 ない次第 であ る。

関東学院大学入江善久教授 よ り先生の履歴書 をいだいた ので, ここにその中

か ら早稲 田に関係す るところだけ載せて,お わ びかたがた ,記録 として残 した

い。

(学歴 )

昭和 2年 3月

昭和32年 4月

(職歴 )

昭和 3年 5月 ～19年 5月

昭和 4年 4月 ～10年 5月

昭和 6年 4月 ～20年 7月

昭和 10年 6月 ～13年 5¨月

昭和 14年 4月 ～21年 3月

昭和22年 9月 ～24年 3月

昭和24年 4月 ～45年 3月

早稲田大学理工学部建築学科卒業

工学博士

内藤多仲博士研究助手

早稲田大学理工学部建築学科教務補助 (兼務 )

早稲田工手学校,早稲田高等工学校建築科講師

早稲田大学理工学部建築科講師

早稲田大学専門部工科建築科,土木科講師

同上

早稲田大学第一理工学部ついで理工学部建築科

講師

早稲田大学第二理工学部建築科講師

以上

昭和25年 4月 ～33年 3月

追記 2. ―  (59年 10月 )―

「関東学院大学燦葉会建築部会会報」第 8号 (昭和59年 10月 6日 )に関東学

院大学学長藤本一郎教授が「石井勇先生を偲んで」 とい う題で追悼文を書いて
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私の還暦祝いの会にて

(昭和55年 6月 7日 )

お られる。その中の一部を載せ させていただ く。

私が早大大学院の修士を終える段階で大学の教師を希望 した ところ,内藤多

仲先生 と松井源吾先生から関東学院大学に石井先生がおられ,人を欲 しておら

れ ることから推薦いただけることとな り,松井先生がひき合わせて下 さること

になったのでした。それは多分昭和 29年の10月 か 11月 頃ではなかったか と思い

ます。当時石井先生は早大の第二理工の講師をしておられたので講義終了迄学

長室でお待ちし,初の対面をいただいたのでした。偉大な先生にお逢いできる

とい うので直立緊張 している私の前においでになったのは背は高からず,真黒

な (葉巻焼けか ?)お顔が薄暗い中から現われ,に こやかに葉巻をねぶ り鱈子

の様 なピンクの舌を出された全 く想像 とは違 った先生で度肝を抜かれた強い印

象を覚えたものであ りました。その夜は松井先生 と二人深更三時に迄及びまし

′こ。

i



8 佐藤常三先生の思 い出

佐藤先生にはじめてお目にかかったの

は,戦後す ぐの頃,東大鵜戸 日英善先生

の部屋であった。当時,大学院学生だっ

た私 と小堀君は鵜戸 口先生の弾性論の講

義を聞きに行っていた。鵜戸 口先生 もま

だ助教授であった。先生がお年 よ りの先

生に叱られていた,本屋 との交渉が甘い

とい うようなことであった。今のは誰で

すか と聞 くと佐藤常三先生 とい うことで

あった。佐藤先生は多 くの本を書かれて

いてすでに有名であった。それ らが皆む

つか しい本ばか りであった。 こわい先生

だなと思った次第である。

先生の直交異方性の論文は有名である。

―
 (昭和60年 1月 )一

＼

故佐藤常三先生

何 しろ (a+bi)の aも bも 複素数 とい う高級なものである。

早稲田へ来 られてから,なかなか名前をおぼえていただけなくて,校庭で大

声で建築のアンチャンと呼
`′

ゴれ るのには参った ものである。

OR(オ ペ レーシ ョンズ 。リサーチ)が流行す るようになった頃,先生か ら

ORの連続講義を うけた。理工学部の教員の中から数人先生が指名 されて,時

間は夜である。 n次元空間からはじまるもので,高級で,大変眠かった。理工

学部長の難波先生がまず脱落した。松井君はまだ聞いているよと叱 られたそ う

で,そ の頃には名前をおぼえて くれていたようである。私の事務所の名前 ,

.ぐ

姦

`″ウン
ヽ

・ `|.´ |″
夕.

.後
:
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0RSである。ORに構造の Sをつけたものである。

私の学位論文の審査には主 として弾性論であるとい うことで,建築の鶴田 ,

竹内両先生のほかに佐藤先生にも加わっていただいた。

昭和40年代には私はよく本を書いたものである。先生にとどけに行 って,が

んばっているなとほめていただいた。先生は机の上にいつもウイスキーを置い

ておられ,昼間か らすすめられる。いつだったか午前中に先生の部屋に行 き,

お昼には酔いつぶれて午後の会議に出られなかった ことがあった。

東電から冷却塔の研究をたのまれたことがある。佐藤先生を長 とし,尾 島さ

んにも加わっていただいた。冷却塔の形はどこの国で も同 じよ うなものであ

る。吾々は形が きまっているとし,耐震や冷却効果などを調べた。先生は何故

あのような形なのか と。根本的な話になると 1年や 2年では出来そ うにないの

で,形がきまっているとして進めた。 どうや らまとまったのであるが,先生に

はアメリカ的だな, といわれた。

私は昭和47年 9月 と翌年の 1月 に見本市会場の設計でモスクワに出張 した。

先生はモスクフ大学に数年おられたことがあるので, いろいろ助言をいただい

た。100円 ライターと100円 のハンカチーフをた くさん もって行 き, チ ップ代 り

に渡 して大変喜ばれた。 1月 の時,先生からモスクワ大学の先生達に渡すよう

にと, 日本のカレンダーをた くさん托された。酒屋や薬屋などで配る,あ まり

上等でないものである。 日本 と祭 日も違 うし, どうして喜ばれるのか と通訳に

聞いたら, ともか く一番 目立つ外国製品だから, との事。昔の 日本みたいだな

と思ったものである。

先生に一度試験をされたことがある。果物屋でイチゴなどを入れる, プラス

チ ックの箱を示 され,普通のものより硬いのである, どうしてか といわれる。

よく見ると形が少 々ゆがんでいる。温めて急に水で冷 したので し ょうとい う

と,その通 りだ,高分子の連中に聞いても誰もわか らない, さすが現場の経験

だなとほめられた。私には理由はわからないのである。先生は力学の山頂で ,

私は裾野である。中腹はあまりお好 きではなかった ようで,理工学部で私が一

番可愛がっていただいたのではないかと思 う。
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安東君が事務の人から聞いたところでは,教授会は出席をとるのであるが ,

一番出席の少ないのは佐藤先生で,ついで安東君 と私なのだそ うだ。 しかし,

たまに出られる教授会では必ず発言 された。ある時,学位論文の審査で,一つ

の連名の論文を二人が学位論文に使 っていることを指摘 された。誰も気がつか

ないことで本当に驚いた。またある時,教授会が長びいた。先生が外は雪であ

る,早 くやめない と帰れなくなるぞ, といわれて閉会になったことがある。

先生はほとんど大学の研究室に泊 り込んで研究 されていた。東大の時からそ

うだったんだそ うである。東大航空出身の田治見宏 さんが,朝早いのには参 っ

た といっていた。木村幸一郎先生が新宿の喫茶店で大変美人 と会っていた, と

いって佐藤先生をひやかされたのだそ うである。あれは女房だ,せ んた く物を

渡 したのだ との事。木村先生は佐藤先生の大学泊 り込みを御存知なかったので

ある。私が,奥 さんや子供さんと居 ると研究がおろそかになるんですかと聞い

た ことがある。先生の御返事は,そ うい うことをい う人 もいるとい う返事にな

らない返事であった。

先生は老後は故郷の秩父に小さな研究室を建て,文献を見に来る全国からの

若い人を指導 したい,設計はお前にたのむ とい うことであった。その実現をみ

なかったことが本当に残念である。

御逝去 されたのは昭和54年 11月 9日 である。「早稲田大学新聞」 (昭和54年

11月 29日 )に東大南雲教授が追悼文を書いておられ る。その中の一部を引用 さ

せていただ く。

先生がその独特の個性で一生を貫 き通 されたように,先生は亡 くなる直前ま

で研究に対す る執念を燃や してお られました。ル ソーは「われ学びつつ老い

ぬ」 といいましたが,先生は学びつつ亡 くなられたのです。

先生の「記念論文集」の巻末に略歴が次のように記 されている。



昭和 3年 3月

昭和 6年 3月

昭和14年 6月

昭和16年 7月

昭和17年 3月

昭和23年 4月

昭和23年 4月

昭和24年 4月

昭和24年 5月

昭和26年 4月

昭和27年 2月

昭和28年 3月

昭禾口51年 3月

昭和51年 6月

8.佐藤常三先生の思い出 47

略 歴

旧制松本高等学校卒業

京都帝国大学理学部数学科卒業

満州国立奉天工業大学教授

豊田理化学研究所研究員

東京帝国大学工学部講師

工学博士 (直交異方性体応力問題の新解析法 )

東京工業大学非常勤講師

慶応義塾大学工学部兼任講師

工学院大学兼任教授

早稲田大学理工学部非常勤講師

理E`学十専」」 (:Divergent Series and Special ApplicatiOns

of Tauberian Theorem)

早稲田大学理工学部教授

同大学定年退職

同大学名誉教授

先生の生前の御厚宜に感謝 し,謹んで御冥福をお祈 りいた します。



9 海野重男君の一周忌にて

―
 (昭和59年 12月 22日 ,上嚇 養軒)一

昨 日安東君が研究室に来て,俺はのどを痛めて声が出ないからお前が話 しろ

との事でした。学院,学部を通 じて 5年半海野君 とは同じクラスでした。 クラ

ス代表 とい うふ うな話は出来そ うもないので,個人的な話をします。

まず,告別式に出なかったことをおわびします。知 らなかったのです。今年

に入ってから聞いた次第で, どうして知 らさないのだ, とい うとお前が知 らな

いはずはないと思ったとい うことで した。

建築科卒業前の野外演習は軽井沢で した。整列 しているところへ,私に下宿

から回されてチチシスの電報が来ました。教官がいい人で,す ぐ帰っていい ,

御冥福を祈 ります といってくれた。列をはなれて卒業出来ないかなと思いなが

らとばとぼと歩 き出した ら海野君がかけよって くれて,卒業計画はみんなで書

いてやると言って くれた。 (あ るいはみんなに書かすだ ったか。)彼はクラスの

学院入学 前より2列 目左より3番目海野君,2番 目安東君,左端筆者
(昭千口13年 4月 )

I
= =彗
1_ _

像
覇
・一・

一
、

鬱

―‘
鸞
禽

蟷

驚・・

蔽
爾
．



9.海野重男君の一周忌にて 49

学院 2年

(昭和14年 4月 )

ボスでした。そ ういってくれて大変有難 く思ったものです。 (こ の電報間違い

で,父 は今89歳で健在です。)い つかあのときのお礼をいお うと思 っていたの

ですが,い いそびれたので霊前でお礼をいいます。

もう一つ。彼が清水の設計部で人事担当の部長だった頃,構造の修士がほし

いといって私の研究室へ来ました。当時は修士を出ると設計事務所へほ とんど

行 ったものです。彼が松井研なら試験をしないとい うので,一人行 くことにな

りました。誰だったか憶えてないのですが,そ の人が清水に入ってから大変優

学院 3年  K組の建築進学予定者,デッサン室にて
左より,海野君,安東君,佐藤君,村上君,小泉先生,

筆者,大河内君 (電気科へ進学した),今井君 (若 くして亡 くなった)

鰈魃
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私と安東君の学会賞受賞を

祝う会にて

(昭和43年 6月 15日 )

秀だ ったんだそ うで,そ れか ら松井研か ら毎年一人ずつ採 って もらっていま

す。 もっとも私のほ うも一番出来る人をやるようにしています。 この春清水の

若い人の結婚式に出ました ら,私の前ず らりと松井研 なのでびっくりしまし

た。 このことも大変感謝 している次第です。

謹んで御冥福をお祈 りいたします。

附す  言己

会場の上野精養軒は海野君の設計だ とい うことである。彼の最後の作品は高

層の「東芝 ビル」である。高速道路で芝公園附近を通 ると,左に私の軍艦 ビル

があ り,右に東芝 ビルがそびえていて,海野君を偲ぶのである。

学院の頃の写真はあったが,学部の頃のものはなかった。また,安東君 と私

のお祝いの会に来て くれた写真がみつかった。

利
'1'

喘

一
一　・』絋鶴一減，，　．



10。 広川賢作君の思い出

―
 (昭和 59年 7月 )一

広川君がこの 4月 急逝された。

前 日まで働いていたとい うことで

ある。

彼はまれにみる誠心誠意の人で

あった。

昭和22年 9月 卒であるから,卒

論をやったのは22年の夏だった と

思 う。当時,私 と小堀君は大学院

学生で,川 島研の実験機器の番人     議鼻:!肇i■の還暦祝いの会にて)
としてもとの法学部の大教室に机

をならべていた。広川君はこの部屋で振動の実験をや っていた。ある時,指導

の先生に「豚が真珠を望むようなものです」 と突然大 きな声でいった。 この器

具ではあまり細かいデータは出ないとい う意味のようだったが, びっくりする

とともにどうなることか心配だった。指導の先生 も彼の誠心誠意を心得ておら

れて,おだやかに話がつづいたので,吾 々はっとした ものである。

昭和20年代の終 りの頃かと思 うが,彼は梓事務所に勤めてお り,彼のデザイ

ンで私が構造で電話局を設計 したことがある。私 と同級の堤剛章 さんが電々の

関東の課長だった頃で,柏,鹿沼,三浦などの電話局の構造をや らせてもらっ

たもので,広川君 とのものはどれだったか憶えていないが, これ らの中の一つ

であった。

ある時堤 さんの所へ二人で行った時,設計変更の話にな り,広川君は何 日間

かでやって来ます とい う,徹夜の連続のような話で,そ うすると私も徹夜にな
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る。堤 さんがそ ういそがなくていいよといって くれて助かった。

数年前梓をやめて独立 した。構造のことで私に協力をとい うので快 く引 き受

けた。いろいろの計画の相談にのったが,実現 したのは新宿の小さなマンシ ョ

ンだけであった。実際の構造計算 と構造図は大学院生の瀬谷均君にやってもら

った。建物 も小さいが,部屋 も小さく,設備 とのおさま りなど大変複雑なのだ

が,彼の広い範囲の知識 と経験で うまく行き立派に建 った。彼は監理だけの仕

事もいくつかやっていた。都城で,あ る建物の監理を して帰ってから,都城市

民会館 (菊竹君 と私の設計),毎 日見ているとだんだんよく見える建物ですね ,

といって くれた ものである。 (あの建物が出来た ときゴジラの背 ビレだ といわ

れたものである。)彼の最後の仕事は本庄の学院の工事の監理であった。監理

だけとい うのは苦労が多かったことと思 う。最後の仕事が大学への恩返 しだっ

た とい うことである。

もう,あのアゴをつ き出して, うつむ きかげんで とつ とつと歩 く広川君を見

ることが出来ない。独立 して数年, これからとい う時に本当に残念である。

戒名は,「光明院釈賢徳居士」である。徳 とい う字が入っている。

願わ くば花のもとにて春死なむ

その如月の望月のころ

と古人の歌にもございますが,今春は殊の外桜の花がお くれ,あたかも 4月 14

日は満月, この歌を地でゆ くように60年の生涯を閉 じました。

躾けとる黄泉の花見の旅衣  欣子

謹んで広川賢作君の御冥福を祈 ります。

挨拶状にそえて,広川君の書いた く「諏訪の森」周辺の思い出〉 とい う小冊

子が送 られて来た。

49日 を過ぎての奥 さんからの挨拶状の後半をここに載せ させていただ く。
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「戸塚に生まれ,諏訪町に移 り住んで50年」の彼が戸塚第二小学校の級友 と

文集を出す予定で書いた ものとい うことである。

表紙は奥 さんの説明では「昭和27年の春から夏に私共が名古屋に住んでお り

ました所を,故人が版画に したもので ございます。正面の黒 く塗 られた処が
｀`
埴生の宿

′′の窓でございます。」 と。

内容は,「諏訪の森」に関する,漱石,志賀直哉,尾崎一雄等の小説,書簡

などをよく調べて,彼の思い出も交えて名文である。

裏表紙に彼の書いた地図が載 っている。彼の家は諏訪神社の東隣 りである

が,私が学院 (旧制の予科)の時 1年余 りいた下宿は神社の西隣 りであった。

彼が行 った とい う銭湯「諏訪の湯」に私 も行 っていたのである。当時彼は中学

生だった と思 う。

― ―

―

「諏
訪
の
森
」
周
辺
の
思
い
出

廣
川

賢

作

二

ｒ

―
―

_
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この地図をみて,下宿から騎兵連隊の横を通 って,今文学部のところにあっ

た学院に通 った頃をなつか しく思い出す。騎兵連隊の森ではよくキジが鳴いて

いたものである。

別図 : i諏 訪の森周辺の図
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11。 わが水泳一その5-

―
 (昭和59年 8月 )一

宮崎幸夫先生か らのお便 り

中学の時の水泳部の部長宮崎先生からの「縞―その 4-」 の礼状に

「木更津海岸で水府流泳法を習った私は, 自由型 ,背泳,平泳の近代泳法の

心得がなかったので窮余の策 として当時予算面に不如意の佐中水泳部に早大の

選手数名を招 きコーチを受けた当時の苦労 も今は唯々懐 しく偲ばれます。」

と書かれている。

先生は日本泳法をちゃんと習っておられたのである。酒席の冗談を真に うけ

て泳げなかったなどと書いて誠に申し訳ない次第である。深 くおわび申上げま

す。

われわれの前で泳がれなかった とい う記憶 も少 々あやしくなってきた。

プール開 きの時,「雁行」 とい うのが行なわれ る。縦に一列に並んで両抜手

でゆっくり泳ぎ, プールを一周するのである。吾 々が 4年の時,佐渡中学にプ

ールが出来て,そ のプール開きの とき雁行をや った。両抜手 とい うのは,な か

なかむつかしい。手は平 らにして水をかかずに,右手は乙とい う字を書 き,左

は逆の乙の字を書 く, これは簡単であるが,足は右手の時は右の横泳ぎ,左の

時は裏返 しの左の横泳ぎで, これは,なかなかむつかしい。宮崎先生が この両

抜手の指導で実演 されたような気がするのである。

吾々,なかなか うまく出来な くて,幸い佐中のプールは水が青 く濁っていて

足の方は見えないので,足の方はごまかしてもっともらしくや ってのけたもの

である。

水道がないのでプールのそばに丼戸が掘 られた。 この井戸, キャパシテイが

小さく, 4～ 5時間で水が一杯にたまるが,ポ ンプでプールに入れると20分ほ
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どで空になる。 この くり返 しでプールー杯にするには一週間かかるのである。

その うち「青み どろ」 とかい うのが発生 して水は緑色に変 る。「さらし粉」を

入れるとその発育がお くれるので, さらし粉をどっさ り入れたものである。そ

れで もこのプールでは底の自線は見えた ことがない。

このプールの注水は水泳部の生徒が担当なので,授業中でもその時間になる

と先生の許可を得てプールに行 くのである。当時の佐中の先生,皆,水泳部に

好意的であ り,助 かった。 プールまで30分位歩 くのであるから,帰って来ると

次の次の授業 となっているのである。戦死 した加藤裕君 とはよく一緒にこのプ

ール当番をや り, プールわきの芝生にねころがって雑談 したものである。

ポンプがよく故障 した。水道工事屋 さんに修理を頼みに行 く。夜行 った と

き, ラジオの近衛首相の演説を聞いていて, これが終 るまで待てといわれて一

緒に聞いた。夏の夜,障子が全部あけられた縁側に腰かけて。

先生のお便 りの中の「早大の選手」の話は知 らなか った。吾々より前の頃で

あった と思 う。佐渡中学の選手のフォームが総 じてきれいであった こと,その

ためだったのかと今思 っている次第である。

当時の早稲田はスポーツワセダであった。「早稲田学報」 (昭和59年 7, 8月

号)に よれば,今年の ロスアンゼルスオ リンピックでは早稲田からはたった 5

名であるが, この前の 口玖 の時は35名 で次のベル リンでは56名 の選手が出場 し

ているのである。おそ らく他大学でもそ うではないか と思 う。 もうオ リンピッ

クはアマチュアの時代は終ってしまった。この前の ロスの背泳のゴール ドメダ

リス ト清川氏は兼松江商の社長になった。戦前のオ リンピックのあ り方が本当

ではないだろ うか。たかがスポーッではないか。 この夏の甲子園のテレビで ,

負けたチームの主将が, さあ明 日から受験勉強だといっていた,大変 さわやか

に思 った。

私 も中学 5年の時,県の水泳大会が 8月 の初めに終 り,成之助叔父の家の納

屋の三階が風通 しが良いので,そ こで受験勉強をはじめた。

窓から見える畠の中の裏道は家 も二,三軒 しかなく,炎天下人通 りは全 くな

かった。その静けさで, さっば りわからなかった二次方程式がよく判ったこと
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を憶 えている。 9月 に中学を退学 し,上京 して予備校に入った。

池田辰男君のお便 り

大正製薬の池田君からのやは り「縞」の礼状に

「大活躍された昭和12年 の県大会,私は小学生の低学年でしたが,持病の中

耳炎で河原田の至誠堂医院に通院中で したのに,病院をサボって水泳大会を見

物 し,翌 日はサボった報いで炎症が拡がって激痛に悩 まされて病院に駆 け込ん

だのも忘れられない思い出です。」

とあった。

至誠堂医院の院長は北見角太郎先生で,ご次男の方一君が早稲 田の建築なの

で,真野小学校を設計 している頃,安東君 とよくお酒をいただいた ものであ

る。河原田まで自転車で行ったが,帰 りは酔って乗れず, 自転車を引っ張 って

帰 った ことがある。夏のいい月夜であった。方一君は新潟市役所に勤務 されて

いる。 ご長男は医師で,早稲田の尾島俊雄教授家のホーム ドクターだ とい うこ

と,数年前に尾島さんの奥さんか ら聞いた。いろんなところでつなが りがある

ものだ と思った。

池田君には20年ほど前に錠剤の力学的なことで相談を うけた。光弾性で実験

したが,当時のわが研究室の腕前は未熟ではっきりした結論が出ず申訳なかっ

′こ。

役場の設計の打合せで煙草が切れて買いに出た時,池田君のお父 さんが書店

(真野町唯一の書店である)の店番を されていた。あいさつす ると「設計の仕

事ですか」 と聞かれて,その勘のよさに驚いたものである。80歳 を超 えておら

れ ると思 うのに,腰が少々曲がっているだけで大変お元気であった。その後亡

くなられたとい うことである。建物の竣工を見てもらえなかった こと残念であ

る。昔,小学校が竣工 した とき,「 カンカンの仕事は裏方だな」 とな ぐさめて

くれたこと,なつかしい思い出である。謹んで御冥福をお祈 りいた します。
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雄蝶雌蝶

昔の佐渡の結婚式では,三々九度の盃に酒を注 ぐ役 目は,親戚の子供が選ば
れた。私は小学生の頃,三度 この役を勤めた。当時親戚に他に男の子が居なか
ったためであろ うか。

一番はじめは修之助叔父の時で,雌蝶は近所の遠縁のずいぶん年上のお姉さ
んであった。二番 目の成之助叔父の時は,その妹 さんで私 と同級生であった。
この子が大変きれいで成績が大変良いのである。似合いだ とい うことから仲が

いいということにな り,学校でひやかされた。 このことを聞いて祖母が,あの

子はしっか りしているから嫁にきて くれたらいいなどと全 く無責任なことを言

ったので, うわさは広 まった。当時のこととて当人達は口をきいた こともない

修之助叔父上京,従兄弟会
(昭和59年 5月 17日 .銀座高松 )

成之助叔父,田鶴叔母上京 ,
従兄弟会

(昭和59年 6月 24日 .

高橋 どぜ うや )
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のである。た しかにしっか りしていて,女学校を出ると師範学校 に入 り先生に

なった。中学に入ってもひやかす奴がいて本当に うんざりだった。

三番 目は修平叔父である。早稲田の機械を出て東芝に勤務 されていた。 この

時は親戚に雌蝶になる人はいないとい うので, ピンチヒッターで東京から避暑

に来ていた人が勤めた。年は20歳位だったであろ うか,大変 きれいな人だった

と思 うが ともか くまぶしいとい う感 じだったことを憶えている。翌 日,雌蝶は

雄蝶の泳ぎをみたいとい う。雄蝶は感激 して知 っている泳法をみな披露 したも

のである。

この人,山本家 とどうい う関係の人だったのだろ うか。叔父 も叔母 も亡 くな

った今聞 く人がいない

松井研 と水泳

―
都ホテル「ヘルスクラブ会報第 5号 (昭和 59年 11月 )一

泳げないと松井研には入れませんか と聞かれて驚いた。学生の間ではそ うい

われているのだそ うだ。そんなことはないので,その学生,大学院で私の研究

室に来た。 もっともこの学生す ぐ泳げるようになったが。

昭和も30年代になると,方 々のホテルのプールが夏に公開 され るようになっ

た。よく学生をつれて泳ぎに行 ったものである。 10年 ほど前に高田馬場に ビッ

グボックスが,黒川紀章君 と私の設計で建 った。室内プールがあ り,出来てす

ぐの頃は半 日貸切 りがあった。研究室の水泳大会 とい うのをよくや った。 10人

余 りでプール独占であるから快適であった。教師 とい うのは元来おせ っかいな

もので,下手な泳ぎを見ると,昔中学で選手をや ったこともあ リフォームを指

導するのである。当時はまだ元気で競泳もやった。教師なんだか ら学生に負け

るものか とい うことで。

5年前にこのヘルスクラブと新宿のあるクラブに入ったが, どちらもビジタ

ーは 3人 とい うことで学生の方は交代である。優待券 とい うのはいつ も使い切
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って しま う。

この頃は昔のような元気がなくな り指導 も競泳もやめてしまった。学生 と一

緒にブールに入るが,私はひとりで勝手 にクロールとバ ックで100米 を割合い

力泳 (軽 く流 して長 く泳 ぐ方がいいとい う人 もいるが,ゆ っくり泳 ぐとフォー

ムが くずれるような気がす る。)し て,5分程で上が り,サ ウナに入 り,休養室
で学生の上がってくるのを待つ。それか らプールサイ ドラウンジで ビールで雑

談である。

先 日, アメリカの有名な建築家 と会 ったのでその話。彼の鼻は本人より15分

前に到着なんだとい うと,そ れ何の話ですかと,シ ラノだ とい うと, シラノっ

て何ですか。めんどうなので岩波文庫を買 って渡した。訳者は辰野隆である。

お父さんの辰野金吾は建築家だから知 っているが,辰野隆は知 らないと。誠に

優等生で恐れ入った。 どこの大学でもオ リエンテーシ ョンといって新入生 と教

師が一晩飲む会がある。私はこれには参加 したことがない。松井研は卒論 と大

学院の 3年間がオ リエンテーションのつ もりである。一緒に泳いで飲んだ諸君

の数は300人 になるだろ う。

この欄で内井さん (大学の時,私 が クラス担当であ った。)の奥 さんが ビジ

ターの心得を書いておられるので,学生に行儀よくして会員に迷惑をかけない

よういい聞かせている。 また長谷川女史が,「至福のとき」 と書かれているが
,

トップライ トの日光に輝 く水面を泳 ぐとき私 もそ う思 うのである。
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誕生日 松井研のパーテイー
(59.6.9.於 雅徐園観光ホテル)
〔150人集まってくれた〕

.1,..‐
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同二次会 (於香港園

ビヤガーデン)

〔二次会でも人数は

あまり減らなかった〕
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勿来発電所貯炭場現場 (59.6.29)〔「縞―その4-」 p.38の実験の現場である〕

筑波博現場 (59.7.25)

¬
瞥

稲門建築会の座談会 (59.8.20)

` :
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A!RSOLID_L相 巨(59. 11. 30. `讚 :〕皮)
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伊藤政二氏 をはげます会

(59. 12.  8. _L里 予)

伊藤政二氏個展オープニングパーテイー

(6o.1.23.銀 座 )
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東野高校現場 (60.2.15.入 間)
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東野高校現場 (60.2.15.入 間)

t一■■‐■,一・

法華クラプのホテル現場 (60.2.27.境港 )

~́■■
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テクノコスモス竣工 (60.3.2.筑 波 )

(テ クノコスモスの観覧車より

電力館を見下ろす)
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テクノコスモス竣工

(60.3.2.筑 波 )

12. .o-+ 69

早大理工昭和18年卒の会

(60.  3. 22. 霞ケ関 )

響 |・ |
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―
 (昭和60年 3月 )一

1。 手塚升君が工学博士になった。

論文題 目は「軽量 コンク リー トのき裂問題に関する基礎的研究」である。松

井研で12人 目である。

審査報告書のはじめ と終 りの部分を載せ る。

鉄筋 コンク リー ト構造物において, コンク リー トのき裂の取扱いは重要な問

題である。梁や柱の現行設計式はき裂を予想 したものであ り,耐震壁はき裂に

よる剛性低下を考慮 して設計 されている。 しかしこれらのき裂の取扱いは, き

裂を応力伝達出来ない線 としてのみ取扱 ってお り,荷重にともな うき裂の進展

などについてはほとんど考慮 していない。

近年,耐震性能向上のため構造物にじん性が要求 されて来たので,有限要素

法などを用いてき裂が生 じてから全体の破壊 までの過程が追求されるようにな

った。 しか しながら,そ れ らの解析においては, き裂の進展などに実験 より推

測 した多 くの仮定が含まれている現状である。

本論文は,弾性論にもとづ く応力集中よ り発展 した線形破壊力学を応用 し,
き裂進展時の応力,進展方向などを理論的に求めると共に,人工 き裂をもつ軽

量 コンク リー ト板に適用 して, この理論の妥当性を実験により確認 している。

ついで, この結果を応用 して コンク リー ト打継面の問題を解明す るととも

に,円孔を もつ コンクリー ト板に対する円孔周辺の補強筋の効果についても検

討を加え,鉄筋 コンクリー ト構造物のき裂問題の解析に多 くの示唆を与えてい

る。
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本論文の実験では,軽量 コンク リー トを対象 としている。 この ことは,最近

の中,高層建築がその経済的優位 さのため軽量 コンクリー トを多用 しているこ

とと,普通 コンク リー トに比べて優れた均一性を有 しているためである。なお

普通 コンク リー トでは,一般にき裂が粗骨材を廻 り込んで進展す るが,大局的

には軽量 コンクリー トの解析結果を準用 して差 しつかえないと思われる。

(中略)

これを要す るに,著者は軽量 コンク リー トを対象 として,そ の き裂進展時の

応力 とき裂方向が線形破壊力学に基づ く応力拡大係数のみによって定 まる
こと

を示している。更にこれをコンク リー ト打継面の性状および円孔周辺
の補強間

題の解析に応用 し,それらに新 しい解釈を与えている。

このことは,地震時における鉄筋 コンクリー ト構造物のじん性評価 に新 しい

知見を加え,建築構造学の進展に寄与するところ大である。よって本論文は ,

工学博士 (早稲田大学)の学位論文 として価値あるものと認める。

昭和60年 2月

審査員 (主査)早 稲田大学教授 工学博士       松井  源吾

早稲田大学教授            村上  博智

早稲田大学教授 工学博士 (早稲田大学)田 村   恭

なお,今後提出される諸君の参考のために,手塚君の論文提出か ら審査,判

定などの経過を記 してお く。

59.10.4  構造関係の先生 6人 と田村先生に論文を渡す

10.18  教室会議で予備公聴会の日時を決定

11.5  松井研で予備公聴会の練習

11.6  土木村上先生 (審査員に希望)に論文を渡す

11.8  教室での予備公聴会で合格

11.13  審査員受諾

11.17  大学院事務所に学位申請書提出

12.6  工研委員会にて受理
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12. 14

12. 21

60.  1.  7

1. 11

1. 22

2. 20

3.  8

3. 13

公聴会および第 1回審査会

第 2回審査会

第 3回  ″

第 4回  ″

第 5回  ″

審査分科会にて合格

工研委員会にて授与決定

学位授与式

2.研究室の移転

昨年 12月 11日 に南側の研究室に移転 した。 もとの竹内先生の部屋である。暖

かいのには驚いた。 もっと早 く引越 しすればよかった。

新宿の高層群がよく見える。

研究室の窓より
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研究室内部

3。 「縞」の保存

大野栄子氏の紹介で,「早稲田大学大学史編集所」で研究資料
として「縞」

を保存 して くれることになった。甚だ光栄であると思っ
ている。
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